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第 2表 接 触 試 験

区 処 理 期 間 発病程度 発 病 状 況

1

2

5

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

Y15 - t/50
5/.1 - y15
v15 - V3o
v1 _ 6/15
4./15 _ V30
7zS - 7,/m
7/18 - W
V24 - 9/8
/7 - 9/22
9/24 - lga

1v11 - 1WA
1Q/24 - 11/8
11/7 - 11.22

料

料

十

＋

＋

＋

＋

士

士

料

＋

土

士

分生胞子子座が肥大 し, くずれ易い

分生胞子子座 が小さく硬い

分生胞子子座が 1巴大 し, くずれ易い

※ 昭和50年 1月 6日 調査

土……発病なし   +… …発病少
+ …発病中    料……発病多

11月 から4月 ころまでと考察した。
ま  と  め

今後ひき続きこれらを観察すると共に,休眠期 (剪
本病菌の胞子の発芽温度は低く,胞子放出後約 1カ   定後 )の防除,及び子座形成直前の防除薬剤の処理に
月間は発芽能力を有するという報告があり,ま た前記  より,子座形成抑制効果を検討し防除体系の確立,究
の観察,試験結果並びに宿主との関係から感染時期は  明の一手段とするものである。

ア スパ ラガ スの肥料試験

佐 藤 亀 吉 ・ 柴 田 秀 男

(福島県園芸試験場 )

栽培技術上では安定多収法の確立が必要で,施肥技
1ま ぇ が き

術はその一つである。

本県におけるグリーンアスパラガスの東京市場での   本県の慣行栽培は多肥傾向のため合理化の必要性が
占有率は 6～ フ¢であるが,長野県に次いで第 2位に  あるので,緩効性肥料利用による施肥改善 をはかるた
ある。市況も安定しているため今後とも期待される作  め昭和43年 から49年 までの ア年間にわたってグリーン
物である。                      (露 地裁培 )の条件で試験 した結果を報告する。
本県の栽培面積は従来から加工用アスパラガスが約

2 試 験 方 法200 haぁ ったが,近年に至 リグリーンアスパラガスに

変りつつある。                    1 供試品種

最近,大規模開畑の導入作物 として耶麻郡 (雄国山    メリーワシントン 500
麓 )150 ha,石 川郡 (母畑 )15oい が計画されてぃる。   2 試験区と施肥設計
また小規模ではあるが伊達郡 (国見 )5L,岩瀬郡(鏡     第

`表
に示す。

石 )16 ha,二 本松市14h8,会 津若松市65 ba,会 津 坂   3 試験規模および土質
下町30 ha,喜多方市52L,南 会津郡 (田 島 )50 ha,相     1区 245が, 3連制,洪積性火山灰植壌土
馬市若千等に新植がみられ今後一層の増植が期待され   4 耕種概要
る。                          は種期 昭和41年 4月 28日
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第 1表 試験区と施肥設計

定植期 昭和42年 4月 4

栽植間隔 18x032(
日

1,850ん /10a)

試 験 結 果

収穫始めと収穫期間は第 2表に示 したが,収穫始め
は気候の影響が大きく,半旬平均気温10℃ 以上の 4月

16日 から27日 まで 11日 間の幅が生じた。また,収穫打
ち切りは初年目については,株養成上短期間にし5月

25日 としたが,次年より経年ごとに 2週 間ずつ 延 ば

して, 4年 目から 7月 上旬までを株養成上の限度とし

た。

第 2表 収穫始めと収穫日数

年次,1収量の推移は第 1図に示すように, 1・ 2年

目は施肥量と収量との関係は明らかでなか った。

5年 目に至って多1巴区がゃゃ多収の傾向を示 した。

しかし各年次の収量について分散分析の結果有意な差

は認められなか った。

5年 目の収量は各区とも減少 したが,こ れは前年の

収穫期間が長すぎたためか,ま たは前年秋期の茎葉の

刈り込みが例年より約 1か 月早か ったための影響と思

われるが明らかでない。

7年間の累計収量についてみると,κ l-8.913,z

2-3.138,Z3-8.406,z4-8567,ん 5-8614,

Z6-8,000,″ レ/10aで あ り,Z6(慣 行区 )を 100

とすればzl-111,Z2-102,z5-105,κ 4-
10フ,κ 5-108で 大きな差はみられなか った。

1,5tX1    2.● Xl

第 1図 年次別収量の推移
( )は 7年 間累計収量

時期別収量は昭和49年分 を第 3表 に示 したが,時 期

別収量のビークは全年を通 して各試験区間による差は

なく第 1回 目は 5月 上旬 または下旬が最大 ピー クで ,
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第 2回 目が 6月 中旬に小さく現われた。

Zlと z5が 全年にわたり各時期とも ,

第 5表  時期別収量

り,κ 6は最も少なかった。

49`| 3区合計 5564/2(66株 )当 り

また収量は ,

ほlF上位にあ

重Jの
4月 中旬

中旬

計

(lo/10a)

品質別収量は第 4表に示 したように,収穫初年より
3年 間は多1巴区 (た 1,2,3)に 太い収 茎 が多かった

第 4表 品質別収量

8429
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が,年を経るにつれて少肥区の方が多 くなった。 また

層物は多肥区(Zl,2,3,6)に 多かった。

(3区 合計 356″当り)
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、ミご、試塗区 Z 5 /a  6
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収穫 フ年目における収穫打ち切り直後 (拳肥相当分  向を示 し,石灰飽和度もやや低か った。全般的にみて

施用直前 )と , 2か月後 (Z6の み追肥直前 ),お よ  K20お よび P205と もに豊富で必要以上に蓄積 し,Mg/K
び 4か 月後 (地上部生育終了直後 )の 3回にわた って  当量比にみられるように養分の不均衡をもたらしてい

の土壊分析の結果は第 5表 のとおりである。       ると思われる。なお,こ れ以外の調査項目で lt試験区
pHは尿素・硫安を主体 とした施肥のz6が 低い傾  間に大きな差は認められなか った。

第 5表 土 壌 の化 学 性

注. 1 基肥は 7月 18日 ,追 肥 (z6区 のみ )は
'月
18日 に施用 した。

2 採土は深さ20C", 1プ ロット3カ 所 より採取 したものを 1点 とし, 3プ ロックの分析値を平均

した。
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4 む  す  び

以上のことからアスパラガスの施肥量 |ま 土壌条件に

もよるが,慣行施 1巴程度 G“ )の 多量な施肥の必要は

認められず,綬効性肥料を使用して施肥量を 2分の 1

まで減量しても収量は,ほ とんど低下がみられないの

でi10a当 りN-25(内緩効性半量),P205-20,K20
-15り でも十分であることがわかった。また,供試醐

は有効態 Pや Kが蓄積 してお り,こ のような場合・t当

分これら要素の施与は差し控えてもよいと考えられる。

アスパラガス斑点性病害の発生経過と防除

中 野 武 夫 ・ 平 良 木 武

(岩手県園芸試験場 )

1ま え が き

アスパラガスの茎葉に発生する斑点性の病害には,

茎 枯 病 (2・ ,α αャ αた メ ),斑点 病 (S``″ ′あy′ iι冗

う。
`ア
ン"曖 ),褐斑病 (C,ア●o,P,7α 

αO′c'C′
')力 '知
ら

れている。本県では一般にこれらの病害が混在 して発

生してお り,早期落葉および茎の粘死は,根の貯蔵養
分を減らし,減収や品質低下の要因となっている。
アスパラガスの生育初期から発生が見られる茎枯病

および斑点病の発生経過,並びに両病原菌に対する農

薬の効果について調査 したので報告する。

2試 験 方 法

1 茎枯病・斑点病の発生経過
(1)調査ほ場概要

A 場所 目試場内ほ場
B 面積  18″
C 品種 メリーフシントン 3年生株
D 管理条件 無肥料,農薬無散布
(2)調査方法

A 調査区25株の全茎について,経時的に発病茎を
調査 した (第 1表 )。

B 調査区の発病茎 5本の病斑数の増加,お よび茎
枯病については,病斑進展の大きさを調査 した (第 2,

3表 )。

2 茎粘病,斑点病に対する農薬の効果
(1)は場試験

A 場所 園試場内ほ場
B 面積  1区 9″
0 品種 メ

'一
ワシントン

D 薬剤散布月日および散布方法
7/5,%3,%7,あ

4,%,%,%5,%1の 8

回,動噴を用いて十分量散布 した。

]調 査方法
各区25株の全茎について経時的に発病茎数,粘死茎

数を調査した (第 4表 )。

(2)室内試験

ム 平板培地における菌の生育調査
PS鶴 地に所定の濃度になるように各 種殺菌 剤を
混入し平板を作成した。 これにS■甲ん′i露 あο

`γ
ンo`―

ιおおよびPみοπa cψα7●′tの 菌最を 5"の コルクボー

ラーで打ち抜き移植した。 28℃ で 8日 間培姜 した後,

菌議の生青状況を調査した (第 5表 )。
B 液体培地における菌の生育調査
ボテ ト煎汁液にサ ,カ ロース 1“ を添加 し,培地と

した。 これに所定の濃度となるよう各種殺菌剤を混入

し,前述のとおり5"の 菌叢を移植し,28Cで ア日間

振 とう培養 した後菌体重を測定した (第 6表 )。

3試 験 結 果

1 発生経過
(1)茎枯病 6月 中旬に鱗片付近に灰白色の紡錘形
の小さな病斑を作 り,次第に拡大していく。第 1次伝

染による病斑数の増加は第 1, 2表のとおりで
`月
中

旬から7月 上旬に見られ,そ れ以後は新しい病斑は見

られなか った。

第 1表 発病推移
(茎枯病 +斑点病 )

月 日 調査茎数 発病茎数 同
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